ONKYO 


スピーカーシステム 

D-412EX 

取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとラございます。 
ご使用前にこの r 取扱説明書」をよくお読みいたださ、 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所に保証 
書、オンキヨーご相談窓口.修理窓口のご案内とと 
ちに大切に保管してください。 


ま全上のご注意 

(必ずお読みくださし、) 


各部の名前 


接続のしかた 


使いかた 


取り巧いについて 


主な仕様/修理について 7 



まを上のごミ主意 

まをにおほいいただ<ため、ごほ用の前にがずお読み<ださい。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変危険でず。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、 r 安全上のごミ主意」を必ずお守りください。 


「警告」と「ま意」の見かた 

間違った使いかたをしたとさに生じることび想定さ 
れる危険度や損害の程度によって、「警告」と「ま意」 
に区分して説明しています。 



誤った使いかたをすると、 
火災-感電などによ0死亡、 
または重傷を負ラ可能性び 
想定される内容です。 


A 汪思 


誤った使いかたをすると、 
けびをしたり周辺の家財に 
損害をちえる可能性び想定 
される内容でず。 


絵表示の見かた 

A 記号は「ごま意ください」 
といラ内容を表しています。 

A A 


高温注意感電注意 

G ) 記号は「〜してはいけない」 
という禁止の内容を表してい 
ます。 

の ® 

分辭禁止说れ手禁止 

♦記号は「必ずしてくださし、」 
といラ強制内容を表していま 
す。 

電源プラグを]ン必ずする 
セントか日扳く 



厘1轉5號 Ik 與續懿 起きたら 


© • 煙び出ている、変なにおいや音びする 
• 本機を落としてしまった 
• 本機内部に水や金属び入ってしまった 
I ,このよラな異常状態のまま使用すると、乂 
黃;写ミミミ災.感電の原因とな0ます。すぐにアンプの 
言か6占く電源プラグをコンセントから抜いて販売店 
に修理-点検を巧頼してください。 


分解、改造しない 



乂災-感電の原因とな0ます。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼して 
<ださい。 


使用上のごま意 


■本機内部に金属、燃えやずいちのなど異物を入れ 
ない 


Q 火災•感電の原因となります。特にルさなお 
子様のいるご家庭ではご注意くださし、。 

. 本機のダクトか5異物を入れない 


■長時間音がひずんだげ態で使わない 


0 アンプ、スピーカーなどび発熱し、火災の原 
因となることびあります。 

禁止 


分解禁止 


■長期間大きな音で使用しない 


接続、設置に関ずるご注意 
■通風孔をふさがない、放熱を巧ばない 


Q 本機を逆さまや、横倒しにして使用しないで 
<ださい。 

禁止 


Q 本磯をご使巧になる時は、音量を上げすざな 
いようにご注意ください。耳を刺激するよう 
な大音量で長期間続けて使用すると、聴力び 
^, 大さく損なわれる恐れびあります。 

巧 It 


■水蒸気やかのかかる巧に置かない、本機の上に液 
体の入った容器を置かない 




水場での 
使用禁止 



水濡れ禁止 


本機に水滴や液体び入った場合、火災•感電 
の原因とな0ます。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しなし、 
• 調理台や加湿器のそばには置かない 
• 雨や雪などびかかるところで使用しない 
•本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろラ 
そくなどを置かない 
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接続、設置に関ずるご注意 

■不安定な場所や振動ずる場所には設置しない 

Q 強度の足0ないぐ5ついた台や振動する場所 
に置かないでください。 

本機び落下したり倒れたりして、けびの原因 
となることびあります。 

禁止 

■本機の上に 1 Ok 呂 J ； (上の重いものやが枠か 6 はみ 
出るような大きなものを置かない 


■キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁 
気を利用した製品を近づけない 


Q 磁気の影響でキャツシユカードやフ n ツピー 
ディスクび使えなくなったりデータび消失す 
ることびあります。 


移動時のごま意 

■移動時は電源プラグや接続コードをはずず 


0 バランスびくずれて倒れたり落下して、けび 
の原因となることびあります。また、本機に 
柔ったりしないでください。 

禁止 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引っかかったりして、落下や転倒など事故の 
_原因となることびありまず。 

注意 


使用上のご注意 


■音量を上げずざない 


0 

禁止 


•突然大きな音び出てスピーカーを破損し 
た0、聴力障害などの原因となることがあ 
0ます。 

* 始めか5音量を上げ過ぎると、突然大き 
な音び出て耳を傷めることびあります。音 
量はかしずつ上げてご使用くださし、。 


© 

電源プラグ 
をつンセン 
卜から巧く 


コードび傷つさ火災や感電の原因となりま 
す。 


■本機の上にちのを索せたまま移動しない 

Q 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しない 
でくださし、。 

落下や転倒してけびの原因となります。 

^ . サランネットやスピーカーユニット部を持つ 

て移動させないでください。 


■ 本機のお手入れについて 

• 表面の巧れは、中性洗剤をうすめた液に巧を浸し、 
固く絞って a を取ったあと乾いた布で}式いてくだ 
さい。化学ぞうきんなどをお使いになる場含は、 
それに添付のを意書さなどに従ってください。 
•シンナ ー 、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機 
にかけないで<ださい。塗装び落ちた0変おする 
ことびあります。 


る部の名前 


A イ フリーケンシー 

HIGH-FREQUENCY 側端子 



LOW-FREQUENCY 側端子 



音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣近所への配慮を十分しましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのち一つの方法です。 
お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょう。 
















































接続のしかた 


•本磯とアンプを接続するときは、アンプのボ U ユームは 
出力最ルにし、電源プラグを抜いた状態で行ってくださ 
い。 

•本機の定格インピーダンスは40です。接続するアンプ 
は40に対応したわのをご使用ください。 

•ち側に使用するスピーカーはアンプのスピーカー端モ 
の R (ち）に、左側に使用するスピーカーはアンプのス 
ピーカー端テの L (左）に接続してください。 

•付属の スピーカー コードの艾字印刷 （M 日 NSTER XP 
□ゴ）のあるちをプラス©端テに接続してください。 
プラス任)とマイナス©を間違って接続すると、音び不 
自然になりますのでごミ主意くださし、。 

•スピーカーコードのしん線はよくよじり、確実にスピー 
カー端テに接続してください。 

• スピーカーコードを軽く引っ張ってみて確実に接続さ 
れているかどうか確認してくださし、。 


ヒン 


本機のスピーカー端子は (、 

市販のバナナプラグタィ ) 實言3峰(^) 
プのスピ-力-コ-ドを J 
接続することちでさま . ， ム_ け' 

す。その場合は、スピー ノ、ァ了 ノソソ 

カー端子のねじを締めて 

からプラグを端テ中央の巧に差し込んでください。 


■一般的な接続方法 

口ー フ U - ケンシー 

1. ショートバーを取り付けたままで LOW-FREQUENCY 
側の端テをゆるめます。 

2. スピーカーコードを端子の巧に差し込み、再び端テを 
しっかり締め付けてください。 

ご注意 

H に H-FRE 日 UENCY 側ショートバーがゆるむことびあります 
ので、しっかり締め付けてください。 


ち側に使用ずる 
スピーカー 


左側に使用ずる 
スピーカー 



AV アンプなど 


■バイワイヤリング接続方法 

(付属のショートノ V — は使用しません。） 

1. HIGH - FREQUENCY . LOW-FREQUENCY 接続端子 
にそれぞれ別々のスピーカーコードを接続します。 

2. アンプのスピーカー端テには、下図を参考にして極性 
を合わせてともに締め付けてください。 


ち側に使用する 左側に使用ずる 

スピーカー スピーカー 



AV アンプなど 


■バイアンプ接続方法 

(付属のシヨートノ V —は使巧しません。） 

HIGH-FRE 白 UENCY 接続端テには HIGH-FREQUENCY 
用アンプを、 L 日 W-FREQUENC 丫接続端テには L 日 W - 
FREQUENCY 用アンプを、それぞれ独立して接続する方 
まです。©©の極性にミ主意して接続してくださし、。 


ち側に使用ずる 
スピーカー 


左側に使用ずる 
スピーカー 



□-レンジ用パワーアンプ 八イレンジ用パワーアンプ 


プリアンプ 


危険 

回路の故障を防ぐため、スピーカー 
コー ドのしん線のプラスとマイナス 
あるいは L と R などを絶対に接触 
させないで<ださい。 



また、ショートバーは絶が 
にプラス側とマイナス側に 
接続しないでください。 
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ffi いかた 


■サランネットの脱着 


■市販のスタンドを使って固定ずるには 


本機は前面のサランネットを取りはずすことびできます。 
サランネットを取り付けた0、はずした0するとさは次の 
よラに行ってください。 

1 . サランネットの下側を両手で持ち、手前に軽く引っ張 
り、サランネットの下側をはずします。 

2. 同じようにサランネットの上側を手前に引っ張ると、 


市販のスタンドを使用する場合、落下防止のため、スピー 
カー底面のネジ巧で固定することびできます。取り付け方 
法については、ご使用になるスタンドの説明書をご賣くだ 
さい。スタンドに取り付けるときは、スタンドや金具の厚 
みを考慮して有効ネジ長び2日〜 24 mm のわのをご使用く 
ださい。 


サランネットは本体か5はずれます。 

3 .取り付けるとをは、本体のサランネット取り付けピン 
にサランネットの四隅にあるホルダーを含わせて押し 
込みます。 




取りはずし 


取り付け 


M 已ネジ 

\スタンド 


120〜 24 mm 


己 mm 


■付属のコルクスペーヴーを使ラ 


M 日用ネジ巧 X 吕、 
ピッチ102 mm 



安定した設置と、より良い音でお楽しみいただくため、ま 
た可塑剤の移行#を防止するためにわ、付属のコルクス 
ペーヴーを必ずお使いください。 

コルクスペーヴーは、図のように本機底面四隅に貼り付け 
て < ださい。 

* 「可塑剤の移行」については、目ページの「設置する隙 
のご注意」をご賣ください。 

本機底面号 コルクスぺーヴ ー 



■スピーカーシステムの設置場巧について 

スピーカーシステムの音質は、それを設置する部屋の構造、 
広さ、家具の配置や大ささなどによって大きく変化します。 
よ0良い音で音楽を楽しんでいただくために、次のよラな 
ことにごを意くださし、。 

•スピーカーシステムを床に直接置きますと、低音び出過 
ざていわゆるブ ー S —な音にな0ます。スピーカースタ 
ンドまたはブ□ック、レンガ、堅い棚等の上に置くよう 
にしてください。 

このとき、スピーカースタンドと床との間、またはスピー 
力ーシステムとスピーカースタンドとの間にガタツキび 
ありますと、質の良い低音び得5れませんので、コイン 
のような金属板を使ってガタツキびなくなるようにして 
ください。 



•低音び足りないとさは、スピーカースタンドを低くして堅 
い壁面の麵こ置くと、低音を豊かにすることびできます。 

• 一般に、部屋の中では家具や壁の影響で音質び変わりま 
す。できる限り左ちの音響条件び揃うことび、ステレオ 
再生の場含、良い結果になります。 

•お聞さになる位置 （ IJ スニングポジション）び左ちのス 
ピーカーシステムを底辺とした正王角形の頂点、または頂 
点よ0かしラしろになるよラに設置するのび理想的です。 

•スピーカーシステムの正面にガラス戸や堅い壁びある 
と、音び反射し、ある周波数だけ共振することがあ0ま 
す。このよラなとさは、厚手の力ーテン等をかけて吸音 
処理をすることをおすすめします。 
























































取り巧いについて 


■ リアルウッド突板仕上げキャビネットについて 

突板仕上げの製品は、工業製品とは異な0、一つとして同じ木目模様のちのはあ0ません。これは原材料の木の年輪び 
表面にあ5われているためで、不規則な模様の変化や、濃淡の変化といった個性を持っています。 

オンキヨーの製品は、自然び与えてくれる要素をできる限り生かしたいと考えています。このよラな個性を音楽を再現 
する道具の一部として味わってください。 


■設置ずる際のごま意 

本磯を設置する場合には付属のスぺーヴーをおず使用し、塗装部分び、可塑剤>を含む製品に直接接触しないよラにごま 
意ください。本機の表面を被っている塗装皮膜は、可塑剤を含む製品に長時間接觸していると、色移りしたり色落ちす 
ることびあ0ます。 

これを「可塑剤の移行」と言い、可塑剤を含む製品に長時間接触することで、その製品に含まれている可塑剤び本機の 
塗装膜を軟化させることによって生じる現象です。 

滑り止めシートやソファーなどは、製品によって可塑剤び含まれている場をびあります。本機に接軸することで色び移っ 
たり、本機の色び落ちた0するトラブルび起こった場合は保証の対象とはな0ません。 

* 可塑剤とは、ある材料に柔軟性をちえたり、加工しやすくするために添加する物賢のことで、まに、塩化ビニール（塩ビ）を 
中むとしたプラスチック製品に用いられます。可塑剤は次のよラな製品に使用されている場含びあります。 

•合成皮革（ソファー、椅子、テーブルク□ス、衣類など） 

•滑り止めシート 

•建材〔壁紙、床材、天井材など） 

•電線被覆（家電製品のコード、ケーブル類） 

•フィルム•シート（雑誌や書籍の表装、禮器などに使用しているカバーなど） 

. 塗料-接着剤-顔料（ダンボール箱や家具などの含板用） 

■お手入れについて 

製品の表面は時々柔5かい巧でか5ぶきしてください。ミちれびひどいときは、中性洗剤をラすめた液に、柔5かい巧を 
浸し、固く絞ってちれをふき取ったあと乾いた巧で仕上げをしてください。固い巧や、シンナー、アルコールなど揮発 
性のちのは、ご使用にな5ないでください。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添付のま意書さなどをお読みください。 

スピーカーのサランネットにほこりびついたとさは、掃除機で暇い取るかブラシをかけるとよくほこりを取ることびで 
をます。 

■テレビやパソコンとの近接使用について 

一般にテレビやパソコンに使用されているブラウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデ U ケートなので、普通のスピー 
カーを近づけて使用すると、画面に色む5やひずみび発生しまず。 

本機は（社）電子情報技術産業協含 ( JEITA ) の技術基準に適合した防磁設計を施しているため、テレビなどとの近接 
使用が巧能です。ただし、設置のしかたによっては色む5び生じる場合びあります。その場をは一度テレビの電源を切り、 
1巳分〜3日分體に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能によって画面への影響び改善されます。その 
後わ色む5び残る場含はスピーカーをテレビか5離してください。また、近くに磁石など磁気を発生するものびあると 
本機との相互作用によ0、テレビに色むらび発生する場をびあ0ますので設置にごを意ください。 

ごミ主意 

• テレビなどの近くに置く場合、テレビから出ている電磁波の影響でオーディオ機器の電源を切っていてもスピーカーから雑音 
を発生することがあります。この雑音び気になる場含は、テレビからさらにスピーカーを離してご使用ください。 

.本磯のスピーカーユニットには、非常に強力な磁石を使用しております。スピーカー前面にドライバー等の金属を近づけない 
でください。また、キゎビネット上、側面、前面にキャッシュカード、フ□ッピーディスク等の聴気を利用した製品を近づけ 
ないでください。磁気の影響で製品び使えなくなったり、データび消失することびあります。 

■取り扱い上のごま意 

本機は通常の音楽再生では問題あ0ませんび、次のよラな特殊な信号び加え5れますと、過大電流による焼損断線事故 
のおそれびありますのでごま意<ださい。 

© FM チューナーび正しく受信していないときのノイズ 
(2) 発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音 
⑤オーディオチェック用 CD などの特殊な信号音 
® マイク使用時の八ウ U ング 
感 テープレコーダーを 早送りしたときの音 
® アンプび発振していると を 

(7) ピンコードなど、接続端テの抜き差し時のショック音 
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主な仕様 


お式 

2ウェイバスレフ型 

定格インピーダンス 

40 

最大入力 

2日日 W 

定格感度レベル 

8曰服/ W/m 

定格周放数範囲 

37Hz 〜]00 kHz 

ク□ス オーバー 周波数 

3 kHz 

キャビネット巧客積 

]0.目 U ットル 

列お寸法(幅 X 高さ X 奥巧） 

214x347x323mm (サランネット、夕ーミナル突起部含む） 

質量 

10.2kg 

使用スピーカー 

ウーファー （1 曰 cm A-SNk 日 MF コーン型） 

ツイーター （4cm リング型） 

ター S ナル 

バナナプラグ対応ネジ式スピーカーター S ナル、バイワイヤリング対応 

防磁設計 

有 （JEITA) 

付属品 

スピーカーコード （M 日 NSTERXP ) 1 .8 m に本)、 

コルクスペーサー（到固)、取扱説明書（本書）（1)、保証書（1)、 

オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内（1)、ユーヴー登録カード （1) 

《仕様およびが観は性能向上のため予告な<変更することがあ0ます。 

カタ□グおよび包装箱などに表示をれている型るの最後のアルファべットは製品の色を表ず記号でず。色は異なっても 
操作方法や仕様は同じでず。 

修理にごいて 


■保証書 

この製品には保証書を別途;'泰付していますので、お買い上 
げの隙にお受け取0 ください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ、大切に 
保管してくださし、。 

保証期間は、お買い上げ曰よ 0] 年間です。 

■調子が悪いとさは 

意かな操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をわラー度よくお読みいただを、お調べく 
ださい。本機し^(かの原因も考え5れます。ご使用の他のオー 
ディオ製品ちあわせてお調べ<ださい。それでちなお異常 
のあるとさは、電源プラグを抜いて修理を依頼してくださ 
い。 

修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓口までお知5せく 
ださい。 

► おち前 

^お電話番号 

► ご住所 


►製品ち D-412EX 


■オンキヨー修理窓口について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口•修理窓口のご案内」 
をご覧くださし、。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはお近くのオンキ 
ヨー修理窓口へご相談<ださい。詳細は保証書をご賣くだ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理窓□へご相 
談ください。修理によって機能び維持できる場合はお客様 
のご要望によ0有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り體8年間保有して 
います。性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。保有期間経過後でち、故障箇所によって 
は修理可能の場含びありますのでお買い上げ店、またはお 
近くのオンキヨー修理窓□へご相談ください。 


^できるだけ詳しい故障状況 











ご購入されたとをにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO. 

TiytS -说巧を 

本社大販お寝屋川巿日新町 2-1 干 572-8540 


r ONKVO I 

I HOMEPAGE I 
http://www.jp.onkyo.com/ 


製品のご使用方法についてのお問い合わせ先：コールセンター 
«〇已 0-3 1巨] -9 已曰已受付日寺 P 司10 : 00〜18 ： 00 
(±•曰•祝曰•弊社の定める休業曰を除をます） 

ヴービスとサポートのご案内： http://www.jp.onkyo.com/support/ 


SN 29400114 

(C) Copyright 2009 ONKYO CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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